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 要  旨 
本研究では、モバイル環境やウェアラブルコンピュータで使用できるような、新しい日本文入
力手法を提案し、その評価を行った。 
近年、携帯電話やスマートフォンのような携帯情報端末や、ウェアラブルコンピュータが急速に
普及してきている。このような環境では、両手を用いて高速入力できるフルキーボードに代わる
入力手段が求められている。しかし、現在までに研究開発されてきた様々な入力手法には、入力
速度が著しく劣る、習熟までに非常に時間がかかる、入力のために手元を確認する必要がある、
といった欠点や問題点を持ったものが多い。 
本研究ではこれらの問題を踏まえ、QWERTY キーボードに熟練したユーザの経験を利用し、
モバイル環境において高速入力が可能になるような、日本文入力手法“Guesso”を提案し、実装、
評価を行った。 
Guesso では、両手の各指先の位置に、スイッチを取り付けたデバイスを装着し、“目の前に
QWERTY キーボードがあると仮定” して日本文のローマ字入力を行ったときの運指を検出し、
運指の組み合わせから、かな候補を日本文として尤もらしい順に提示する。かな候補提示の手法
については、自然言語処理の形態素解析で用いられるコスト最小法を、統計的パラメータを用い
てかなに応用した手法を採用しており、内部に辞書を持たない、連文節変換が可能などの独自性
を有している。 
性能評価実験では、本手法で提案した“かな候補の順位付けアルゴリズム” が、日本文の入力
に関して、残り絞込み回数 5 回の場合約 30%、4 回の場合約 60%の確率で、入力すべき候補が
10 位以内に与えられることを示した。 
被験者実験では、漢字かな混じり文 400 文字の入力を 1 セッションとして 20 セッションの学
習を行った結果、平均で 1 分間あたり 33.46 文字の漢字かな混じり文を入力できることが示され
た。この値は、同一被験者群におけるフルキーボード入力速度の約 43%にあたる。最も良い被験
者の結果としてフルキーボードの約 66%の入力速度を記録したことや、1 分間あたり 50.86 文字
という最高速度を実現したことから、実用に値するような入力速度を得られることを確認した。 
 
